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１．山江村地域づくり研究所運営支援業務 

 

 山江村が今後進める地域づくりについて、山江村未来塾 100 人委員会と連携して地域づく

りの主要な事業の方向と課題を整理するとともに、住民自らが参画して地域づくりに取り組

む村づくり組織を立ち上げ、事業の円滑な推進を支援する。 

 

 

２． 経緯一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜平成 28年＞ 
 

 4月 27日（水） シンポジウム「誰もが元気で楽しく暮らしやすい村を目指して」 

 5月 19日（木） ワークショップ「私の夢・希望そして村づくり」 

 6月 15日（水） ワークショップ「村づくり部会の立ち上げに向けて」 

 6月 29日（水） 農業・ブランド化分野の村づくり検討会 

 7月 1日（金） 観光・文化分野の村づくり検討会 

 7月 4日（月） 環境・防災分野の村づくり検討会 

 7月 6日（水） 福祉分野の村づくり検討会 

 7月 8日（金） 教育・人材育成分野の村づくり検討会 

 8月 6日（土） 村づくり部会全体交流会（於：山江温泉ほたる） 

 8月 18日（木） 村づくり部会長及び書記打合せ会議 

 10月 1日（土） 若手の会（第 1回） 

＜平成 29年＞ 
 

 1月 31日（火） ある日の山江村（1Day Project 第 1回） 

 2月 13日（月） ある日の山江村（1Day Project 第 2回） 

 2月 23日（木） ある日の山江村（1Day Project 第 3回） 

 3月 9日（木） ある日の山江村（1Day Project 第 4回） 

 3月 16日（木） ある日の山江村（1Day Project 第 5回） 

 3月 25日（土） ある日の山江村（1Day Project 第 6回） 
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３．第 1回山江村未来塾 100人委員会シンポジウム 

 

 平成 28 年 4 月 27日（水）に、山江村民を対象としたシンポジウム「誰もが元気で楽しく

暮らしやすい村づくり」が開催された。シンポジウムに先立ち、東京大学大学院情報学環 特

任講師の並木志乃氏より「山江村地方創生情報化戦略」の基調報告があり、農業・ブランド

化、環境・防災、福祉、教育・人材育成の 4 分野ごとの情報化戦略について提案があった。

その後のシンポジウムでは、これに観光・文化を加えた 5 分野の地域づくりと住民自らが参

画して実践していく村づくり組織の必要性について確認し、本年度より新たな山江村の村づ

くりを住民参画のもとで始めていくことを提唱した。（参加者 100人、会場：山江村農村環境

改善センター） 

 

  

シンポジウム（4/27）会場：山江村農村環境改善センター 

 

 

４．第 2回山江村未来塾 100人委員会ワークショップ 

 

 平成 28年 5月 19日（木）に、「私の夢・希望そして村づくり」をテーマにワークショップ

を開催した。 

 参加者全員が、4 月 27 日に開催されたシンポジウムで提案された山江村の地域づくりの 5

分野（農業・ブランド化、観光・文化、環境・防災、福祉、教育・人材育成）に分かれて、

それぞれテーブル（班）ごとに、自分の将来の夢や希望、村づくりについて書き出し、キー

ワードによるまとめを行った。（参加者 76人、会場：山江村農村環境改善センター） 

 

【農業・ブランド化の分野】 

1班 
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2班 

  

3班 

  

 

【観光・文化の分野】 

4班 

  

5班 

  

6班 
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【環境・防災の分野】 

7班 

  

8班 

  

 

【福祉の分野】 

9班 

  

10班 
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【教育・人材育成の分野】 

11班 

  

12班 

  

 

 

５．第 3回山江村未来塾 100人委員会ワークショップ 

 

 平成 28年 6月 15日（水）に、「村づくり部会の立ち上げに向けて」をテーマにワークショ

ップを開催した。 

 5 月 19 日（木）に開催したワークショップの結果をもとに、5 分野ごとの村づくり案を実

現するために、現状と実現するための始めの第 1歩について話し合い、内容の記述を求めた。

最後に、次の段階からは 5 分野ごとに分かれて具体的な村づくりの進め方を話し合うことと

した。（参加者 38人、会場：山江村農村環境改善センター） 

 

  

ワークショップ（6/15）会場：山江村農村環境改善センター 
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６．ワークショップ結果 
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７．村づくりの課題と主要事業案 

 

 ワークショップの結果から、農業・ブランド化、観光・文化、環境・防災、福祉の 5 分野

について、山江村が今後進める村づくりの課題とそれぞれの事業を整理すると以下のように

なる。これらは、山江村の住民が今後の村づくりに描いた自分達の夢や希望である。このよ

うな住民の思いを受け、実現の方向へ導くには、住民自らが参画して行動していくための動

きやすい組織と一緒に考え行動する場が必要である。これを山江村地域づくり研究所が提供

しサポートしていくことになる。 

 

村づくりの課題と主要事業案 

【農業・ブランド化】 

村づくり課題 主要事業案 

集落営農 後継者育成、荒廃地対策、農地水整備、鳥獣害対策、共同作業 

地産地消 
山江特産物販売、ネットショップ、漬物づくり等の人材掘り起こし、

グリーン農業、食卓自給率 

やまえ栗ブランド 
栗反収増、栗の直売所、栗の新商品開発、栗の 6次産業化、やまえ

栗の海外進出 

 

【観光・文化】 

村づくり課題 主要事業案 

観光・交流 
フットパス、丸岡公園、温泉センター、清流万江川、キャンプ場、

ヤマメ釣り、ホタル、ボンバス活用、願掛け巡り、空家活用 

食の提供 
うどん・そば・カレー・栗パフェ・パン等の出店、名産品づくり、

地域の商店 

情報発信 
観光アピール、各分野の情報サイト、観光マップの作成、文化財等

地域の掘り起こし、ICT活用 

 

【環境・防災】 

村づくり課題 主要事業案 

森林・環境 
森林公園、部落公園、森林保全管理、林業後継者育成、鳥獣害対策、

レジャー、エネルギー対策 

防災 消防団員の増員、災害対策、防災マニュアル、災害時のう回路 

 

【福祉】 

村づくり課題 主要事業案 

高齢者サポート 見守り、買物・通院支援、地域の縁側、茶話会、配食サービス 

子育て交流 
子育てサロン、子ども公園、世代間交流、子ども食堂、障がい児支

援、情報通信活用 
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【教育・人材育成】 

村づくり課題 主要事業案 

健康・スポーツ 小・中学生のダンサー育成、サッカー、子ども救命士、消防訓練 

文化・教育 
誰もが学べる ICT、情操教育、地域の文化・継承、コミュニケーシ

ョン 

 

 

８．分野別村づくり検討会 

 

 これまでのワークショップの結果をもとに、以下の日程で 5 分野ごとに今後の村づくりの

進め方を検討した。 

 その結果、村づくり課題と主要事業案から 9 つの部会を立ち上げ、各部会ごとに住民が参

画して村づくりを進めて行くこと、またこれを進めるために、各部会に部会長及び書記を置

き、部会の横の連携をとりながら村づくりを進めて行くことが決まった。 

 

（１）分野別村づくり検討会の日程 

 

農業・ブランド化 6月 29日（水） 山江村農村環境改善センター 

観光・文化 7月 1日（金） 山江村農村環境改善センター 

環境・防災 7月 4日（月） 山江村農村環境改善センター 

福祉 7月 6日（水） 山江村農村環境改善センター 

教育・人材育成  7月 8日（金） 山江村農村環境改善センター 

 

   

農業・ブランド化（6/29） 観光・文化（7/1） 環境・防災（7/4） 

 

 

  

 

福祉（7/6） 教育・人材育成（7/8）  
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（２）9つの村づくり部会と主な活動内容（案） 

 

部会名 主な活動内容（案） 

①集落営農・地産地消部

会 

（集落営農関係） 

後継者育成、荒廃地対策、農地水整備、鳥獣害対策、共同作業 

（地産地消関係） 

山江特産物販売、ネットショップ、漬物づくり等の人材掘り起こ

し、グリーン農業、食卓自給率 

③やまえ栗ブランド部会 
栗反収増、栗の直売所、栗の新商品開発、栗の 6次産業化、やま

え栗の海外進出 

④観光・交流部会 
フットパス、丸岡公園、温泉センター、清流万江川、キャンプ場、

ヤマメ釣り、ホタル、ボンバス活用、願掛け巡り、空家活用 

⑤食の提供部会 
うどん・そば・カレー・栗パフェ・パン等の出店、名産品づくり、

地域の商店 

⑥情報発信部会 
観光アピール、各分野の情報サイト、観光マップの作成、文化財

等地域の掘り起こし、ICT活用 

⑦環境・防災部会 

（森林・環境関係） 

森林公園、部落公園、森林保全管理、林業後継者育成、鳥獣害対

策、レジャー、エネルギー対策 

（防災関係） 

消防団員の増員、災害対策、防災マニュアル、災害時のう回路 

⑧福祉部会 

（高齢者サポート関係） 

見守り、買物・通院支援、地域の縁側、茶話会、配食サービス 

（子育て交流関係） 

子育てサロン、子ども公園、世代間交流、子ども食堂、障がい児

支援、情報通信活用 

⑨健康・スポーツ部会 小・中学生のダンサー育成、サッカー、子ども救命士、消防訓練 

⑩文化・教育部会 
誰もが学べる ICT、情操教育、地域の文化・継承、コミュニケー

ション 
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９．村づくり部会長及び書記の決定 

 

 新たに発足した 9 つの村づくり部会の全体交流会を 8 月 6 日（土）に開催し、各部会ごと

に部会長及び書記を選出し、今後は各部会長のもとで村づくりに取り組むこととした。また、

各部会の進捗状況を部会長及び書記の合同の打合せ会議（8月 18日開催）で確認していくこ

とも併せて決まった。（会場：山江温泉ほたる） 

 

村づくり部会長及び書記一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              敬称略 

                             

  

村づくり部会全体交流会（8/6） 

会場：山江温泉ほたる 

村づくり部会長及び書記会議（8/18） 

会場：山江村役場大会議室 

 

部会名 部会長 書記 

①集落営農・地産地消部会 又村 元規 秋丸 大輔 

②やまえ栗ブランド部会 久保田 武久 田山 雄貴 

③観光・交流部会 田村 四郎 中竹 浩之 

④食の提供部会 山北 早織 尾方 恵美 

⑤情報発信部会 山本 浩己 藤本 一彦 

⑥環境・防災部会 横山 浩之 山本 征治 

⑦福祉部会 川内 孝之 深水 久美子 

⑧健康・スポーツ部会 谷川 正晃 藤田 雄哉 

⑨文化・教育部会 横山 理恵 吉川 和子 



22 

 

１０．若手の会 

 

 山江村が目指す村づくりを進めていくには、村内の 20 代、30 代の若者がそれぞれに活躍

でき、彼等の夢の実現を支えていくような環境づくりが必要である。このため、今回の村づ

くり事業を契機として、若手による交流会を開催し、それぞれの夢や希望を語り合う機会を

設けた。 

 今回は男性のみであったが、今後は女性も加わり若い彼等の思いを取り込み、彼等自身も

また自らが研鑽しながら村づくりを進めていけるよう育てていくことが重要である。 

 

若手の会交流会参加者名簿一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              敬称略 

 

 

１１．ある日の山江村プロジェクト  

 

 山江村の目指す村づくりを進めるためには、山江村の政策について住民にできる限りわか

りやすく伝え、その上で住民と協同で政策を実現させることが必要である。このため、政策

とそれが実現した時の村の姿を、漫画やイラストを用いて描き（ある日の山江村）、政策内容

をビジュアルに表現した冊子を作成した。 

 製作にあたっては、デザインに造詣のある村内の若者 2 人（中竹浩之氏、岩崎清佳氏）を

中心にプロジェクトを進めた。 

 

 

 

ある日の山江村プロジェクト（1/31） 

 

上村 憲弘 谷口 博一 桐木 康弘 

藤田 雄哉 赤坂 祐輔 桐木 隆史 

岡本 翔太 田村 俊二 村坂 佳大 

松本 聖司 山北 高也 田山 雄貴 

秋丸 大輔 中竹 浩之  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．山江村未来塾 100人委員会運営支援業務 
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１．山江村未来塾 100人委員会運営支援業務 

 

 村民自らが参画し自らの夢と希望の実現に向けて行動する、9つの「村づくり部会」の運営

及び部会ごとの村づくり方向と具体的活動に関する助言を行い、山江村が進める住民主体の

地域づくりを支援する。 

 

 

２．経緯一覧 

＜平成 28年＞  

9月 1日（木） 
環境・防災部会（第 1回） 

文化・教育部会（第 1回） 

9月 7日（水） 集落営農・地産地消部会（第 1回） 

9月 8日（木） 
観光・交流部会（第 1回） 

食の提供部会（第 1回） 

9月 9日（金） 健康・スポーツ部会（第 1回懇親会） 

9月 10日（土） 福祉部会（第 1回） 

9月 13日（火） 文化・教育部会（第 2回） 

9月 15日（木） 情報発信部会（第 1回） 

10月 2日（日） 観光・交流部会（第 2回村内視察） 

10月 4日（火） 文化・教育部会（第 3回） 

10月 8日（土） 福祉部会（第 2回） 

10月 28日（金） やまえ栗ブランド部会（第 1回） 

10月 29日（土） 食の提供部会（第 2回懇親会） 

11月 2日（水） 健康・スポーツ部会（第 2回） 

11月 12日（土） 福祉部会（第 3回） 

11月 14日（月） 情報発信部会（第 2回） 

11月 15日（火） 文化・教育部会（第 4回） 

12月 3日（土） 村づくり部会長・書記 中間状況報告会（懇親会） 
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12月 13日（火） 文化・教育部会（第 5回） 

＜平成 29年＞ 

1月 18日（水） 文化・教育部会（第 6回） 

1月 21日（土） 観光・交流部会（第 3回懇親会） 

1月 23日（月） 情報発信部会（第 3回） 

1月 24日（火） 健康・スポーツ部会（第 3回） 

1月 27日（金） 食の提供部会（第 3回） 

2月 11日（土） 福祉部会（第 4回懇親会） 

2月 17日（金） 健康・スポーツ部会（第 4回懇親会） 

2月 21日（火） 食の提供部会（第 4回） 

2月 22日（水） 文化・教育部会（第 7回） 

3月 1日（水） 集落営農・地産地消部会（若手）（第 2回） 

3月 2日（木） 環境・防災部会（第 2回） 

3月 11日（土） 福祉部会（第 5回） 

3月 16日（木） 文化・教育部会（第 8回） 

3月 21日（火） 食の提供部会（第 5回） 

3月 21日（火） 情報発信部会（第 4回） 

3月 23日（木） 集落営農・地産地消部会（若手）（第 3回） 

3月 28日（火） やまえ栗ブランド部会（第 2回） 
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村づくり活動の方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①集落営農・地産地消部会 

9 月 7 日（水） 

     部会（核メンバ－） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日： 

第 1 回 9 月 7 日  第 2 回 3 月 1 日 第 3 回 3 月 23 日 

集落営農・地産地消部会 

【主要な提案・課題】 

・集落営農を進めるため、地域ごとにやりたい人の掘り起こしを

やっていく必要がある。 

・集落営農では、井出ごとに進めた方が無駄が省ける。 

・空き家を活用し、家と田んぼを含めて他県から農業をしたい人

を呼び込む。 

・地産地消を進めるには、山江村の野菜工場や新たな物産館が必

要ではないか。 

・鳥獣害対策の強化、若手農業者への技術指導が必要である。 

【活動の方向】 

・農業者への様々な補助・支援制度をまとめた情報サイトの構築 

・若手農業者同士で共同で作物を栽培していきたい。 

・専門家の指導による土壌試験や農業技術研修への参加。 

部会長 又村元規

書記 秋丸大輔

上村憲弘

秋丸安弘

加賀徹

勝本フミカ

桐木隆史

小林貞人

椎葉　繁

中村賀津男

西　孝恒

松本聖司

村坂佳大

森田俊介

蕨野三千男

３．部会別村づくり活動の方向 
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村づくり活動の方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②やまえ栗ブランド部会 

10 月 28 日（金） 

     部会（核メンバ－） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日： 

第 1 回 10 月 28 日  第 2 回 3 月 28 日 

 

 

 

 

 

 

やまえ栗ブランド部会 

【主要な提案・課題】 

・ブランド化に向けて、「作り方」「売り方」「技術指導の必要性」

「栗の認定農家」「生産台帳」などをもとにした、栗生産農家同

士の研鑽が必要である。 

・その他、「栗の販売所・売り方」「観光栗園」「甘露煮の講習会」

「栗の皮活用」「特Ａ栗」「栗のモデル農家の表彰」等について

検討する。 

【活動の方向】 

・剪定した栗の木の活用方法の検討。 

・栗生産農家同士の具体的な研鑽方法の検討。 

・観光栗園及びワークシェアリングの検討。 

・「栗栽培マニュアル（栗の育て方）」の作成。 

・栗祭りに「ぽろたん」を出品して、やまえ栗をＰＲする。 

部会長 久保田武久

書記 田山雄貴

勝原星四郎

城山幸一郎（栄子）

豊永 高希

中竹隆博

原先利且

藤本忠男
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村づくり活動の方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③観光・交流部会 

9 月 8 日（木） 

     部会（核メンバ－） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日： 

第 1 回 9 月 8 日  第 2 回 10 月 2 日 

 

観光・交流部会 

【主要な提案・課題】 

・山江村の自然、温泉、文化財、農産物等を活用した観光が重要。 

・具体的には、「季節ごとの収穫体験」「農業公園」「ボンネットバ

ス周遊」「万江川の活用」「フットパス」「国指定有形文化財の活

用」等が考えられる。 

・第 2 回は、ボンネットバスで「願掛け巡りコース」を中心に村

内を視察し、具体案の参考にした。 

【活動の方向】 

・ボンネットバスを活用した観光の検討。 

・山江村内観光ガイドの育成。 

 

部会長 田村四郎

書記 中竹浩之

赤坂　修

岩崎和夫

大山澄夫

尾方えりか

杉松 章一

中竹幸利

西　純生

東　照也

村 良男

横谷 俊治
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村づくり活動の方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④食の提供部会 

9 月 8 日（木） 

     部会（核メンバ－） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日： 

第 1 回 9 月 8 日 第 2 回 10 月 29 日 第 3 回 1 月 27 日  

第 4 回 2 月 21 日 第 5 回 3 月 21 日 

 

食の提供部会 

【主要な提案・課題】 

・山江にこだわった「食の開発」の必要性と「軽トラ市」の開催

によって、「食」を提供したい。 

・特に、山江村でしか味わえないもの、山江らしさにこだわって

開発することが必要である。 

・朝市の出展者を増やして、年に 2回は開催したい。 

【活動の方向】 

・朝市（軽トラ市）を、まず 4月 23 日（土）に「時代の駅前広場」

で開催し、今後の定着を図る。 

部会長 山北 早織

書記 尾方 恵美

椎葉 友子

杉松 豊子

豊永 愛子

藤田義治

前田 紀子

村内 京子

本山民子

山田 弥子

吉村 豊子
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村づくり活動の方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤情報発信部会 

9 月 15 日（木） 

     部会（核メンバ－） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日： 

第 1 回 9 月 15 日  第 2 回 11 月 14 日 第 3 回 1 月 23 日 

       第 4 回 3 月 21 日 

 

 

 

 

 

 

情報発信部会 

【主要な提案・課題】 

・他の村づくり部会の情報発信プラットホームの役割づくり、特

に「観光・交流部会」とのリンクが必要である。 

・360°カメラを活用した「山江村の文化財」や「観光情報」の他、

山江村への移住希望者への情報提供等も必要と思う。 

・現在の山江村の情報発信手段を検討し、「山江村ＰＲビデオ」を

作成していく。 

【活動の方向】 

・新たな山江村の情報発信のためのＰＲビデオを作成する。 

部会長 山本浩己

書記 藤本一彦

岩崎清佳

勝原秀之

中竹耕一郎

松本佳久

吉川 浩
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村づくり活動の方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥環境・防災部会 

9 月 1 日（木） 

     部会（核メンバ－） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日： 

第 1 回 9 月 1 日  第 2 回 3 月 2 日 

環境・防災部会 

【主要な提案・課題】 

・村内の遊休地調査による土地の有効活用、山林や川の活用、総

合公園のあり方など幅広い意見があった。 

・企業誘致や住宅用地開発、太陽光発電所の誘致等の産業経済や、

人口増対策などについて意見交換があった。 

【活動の方向】 

・山田川を活用した遊水場の整備（川遊び）、森でのスラックライ

ンを検討する。 

・行政と連携した既存施設の環境美化 

部会長 横山浩之

書記 山本征治

穴見 和光

岩本良一

勝山清己

杉松　悟

立道　徹

谷口予志之

田原龍太郎

日熊 正守

前田裕久雄

鏡山和人

嶽森　昇

山口 美敏
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村づくり活動の方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦福祉部会 

10 月 8 日（土） 

     部会（核メンバ－） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日： 

第 1 回 9 月 10 日 第 2 回 10 月 8 日 第 3 回 11 月 12 日 

       第 4 回 2 月 11 日 第 5 回 3 月 11 日 

 

福祉部会 

【主要な提案・課題】 

・子育て支援について、人吉のように一か所でするのではなく、健

康の駅など既存の施設を利用し、曜日毎に内容を整えて、情報を

一元化したうえで活用してはどうか。 

・「まるおか号」について、現在役場で来年の 4 月に向けて活用方

法等の見直しがなされていることから、その後使い方をさらに検

討したい。 

・高齢者の活躍の場を作りたい。 

【活動の方向】 

・高齢者が楽しく元気に働ける加工場を作る。 

部会長 川内孝之

書記 深水久美子

秋丸光明

三川時則

城子サダ子

嶽本雄一

谷山晴夫

豊永紀子

東 亜里沙

藤本勇夫

渕田和代

山下三和
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村づくり活動の方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧健康・スポーツ部会 

11 月 2 日（水） 

     部会（核メンバ－） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日： 

第 1 回 9 月 9 日 第 2 回 11 月 2 日 第 3 回 1 月 24 日 

       第 4 回 2 月 17 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康・スポーツ部会 

【主要な提案・課題】 

・ケーブル TV を活用した健康・救命指導や、ビーチサッカー誘致

を目標とした田んぼサッカーなど、具体的な活動を通して、健

康・スポーツを広めていきたい。 

・「将来的に丸岡公園にビーチサッカーコート」「体育館 2 階スペ

ースの活用」「ケーブルＴＶを活用した救急法やダンス」「室内

遊具施設」等が考えられる。 

【活動の方向】 

・CATV を活用した心肺蘇生法ビデオの作成。 

部会長 谷川 正晃

書記 藤田 雄哉

岡本翔太

杉松孝亮

谷口 博一

松本 聖司
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村づくり活動の方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨文化・教育部会 

9 月 13 日（火） 

     部会（核メンバ－） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日： 

第 1 回 9 月 1 日 第 2 回 9 月 13 日 第 3 回 10 月 4 日 

第 4 回 11 月 15 日 第 5 回 12 月 13 日 第 6 回 1 月 18 日  

第 7 回 2 月 22 日 第 8 回 3 月 16 日 

文化・教育部会 

【主要な提案・課題】 

・地域の文化財・行事・祭事を大事にしたい、文化財の案内板の

設置、文化遺産に関する講話受講、ICT 活用など多彩な意見が

あった。 

・山江村の地域に残る昔話を調査し、絵本にしたいという方向で

まとまり、メンバーが分かれて聞き取りをすることが決まった。 

・村内の花まつりに関する聞き取り調査の実施する。 

・花まつりの絵本のストーリーを考える。 

【活動の方向】 

・山江村の「花まつり」を題材にした絵本づくり。 

部会長 横山理恵

書記 吉川和子

田山レイ

立石アサエ

坂田妃美

郡　眞聖

内山三也子

犬童美津子



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会の活動記録（資料） 
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